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総合計画の意義 

 

豊田市のま ちづく り の羅針盤 

●総合計画は、 市民と 行政がと も に取り 組む、 こ れから の豊田市のま ちづく り の方向性を

明ら かにする 最も 基本と なる 計画です。  

 

●第９ 次豊田市総合計画は、ま すま す変化が激し く なる 予測困難な社会の中での推進と な

る ため、 総合計画を「 ま ちづく り の羅針盤」 と 位置付け、 本市の目指す姿の実現に向け

た取組目標を掲げ、 その施策は常に見直し ていき ま す。  

 

 

第９ 次豊田市総合計画の構成 

 

第９ 次豊田市総合計画は、「 ミ ラ イ 1構想」 と 「 ミ ラ イ 実現戦略 2030」 で構成し ていま す。  

 

 

ミ ラ イ 構想 

●「 ミ ラ イ 構想」 は、 長期（ 2050 年） を展望し て設定する 普遍的なま ちづく り の方向性

を示すも のです。  

 

●具体的には、 本市が目指す「 将来像」 と 、 将来像を 実現する ための行動基準と なる「 ま

ちづく り の基本的な考え方」 を設定する と と も に、 将来を展望し た「 将来都市構造」 を

示し ま す。  

 

1 ミ ラ イ ： 本計画を 通じ 、 現状の延長線上の将来を 受け入れる のではなく 、 自ら の行動で新し い将来を 築き 上げる と いう 意味を 込め、 漢

字の「 未来」 ではなく 、 片仮名の「 ミ ラ イ 」 と 表現する 。  
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ミ ラ イ 実現戦略 2030 

●「 ミ ラ イ 実現戦略 2030」 は、「 ミ ラ イ 構想」 の実現に向けて、 こ の５ 年間（ 2025 年４ 月

から 2030 年３ 月ま で） に特に注力する 取組の方向性を示すも のです。 なお、「 ミ ラ イ 実

現戦略 2030」 に記載のない取組についても 、必要な取組は適切かつ着実に実行し ま す。  

 

●「 ミ ラ イ 実現戦略 2030」 の具体的な取組については、 毎年度ロ ーリ ング 2を 行い、 各施

策の進捗状況や、 社会経済情勢の変化を見極めながら 、 機動的かつ柔軟に対応し ま す。 

 

 

  

 

2 ロ ーリ ング： 事業の進捗を管理する と と も に、 社会環境の変化等を 踏ま え事業の見直し や新規事業の立案を行い、 予算編成に反映する

手法 
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第１ 章 計画策定の背景 
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豊田市の特徴 

 

１  「 ひと 」 の視点 

（ １ ） 多様で充実し た担い手が活躍する ま ち 

●本市にある 298 自治区（ 2024 年４ 月現在） には、 全世帯の約８ 割が加入し ていま す。

各地域において住民が主体と なっ て、地域のつながり によ る 多様なま ちづく り の活動が

行われていま す。  

●2005 年度から 都市内分権を推進する 地域自治シス テム 3を 展開し ており 、 各地域におい

て地域の課題を 自ら 考え解決する 、 共働4によ る 個性豊かなま ちづく り が進めら れてい

ま す。  

●ま た、 都市部5と 山村部6の共生に向け、 交流を通じ た関係人口7の創出や新たな関係性に

よ る ま ちづく り が展開さ れていま す。  

●2023 年には本市で地域共生社会8推進全国サミ ッ ト が開催さ れる など 、 つながり 合いの

中で住民一人ひと り の暮ら し と 生き がい、地域を と も に創る 地域共生社会の実現に向け

て、 多様な主体の参画によ る 取組が進めら れていま す。  

●さ ら に、 本市には、 企業や市民活動団体、 大学や高等専門学校など の学生、 外国人市民

など 、 多様なま ちづく り の担い手が存在し ていま す。 企業と 行政と の包括的な連携や、

共通の目的を達成する ための様々なプラ ッ ト フ ォ ームなど 、 市民・ 地域・ 企業・ 行政そ

れぞれが有する 知見や資源等を 生かし た共働によ る ま ちづく り を進めていま す。  

 

（ ２ ） 多く の市民が住みよ さ ・ 愛着を感じ ている ま ち  

 ●本市は、高度経済成長期以降、自動車産業の拠点性の高さ を 理由に、市外から 多く の人々

が転入し 、 ま ちを 形成し てき たと いう 特性があり ま す。 ま た、 昭和と 平成の市町村合併

を 経て、愛知県の約６ 分の１ を 占める 広大な面積と 多様な地域を 有する ま ちと なり ま し

た。 そう し た背景から 、 本市で生ま れ育った市民に加えて、 国内外から 就職等を 機に本

市へ移り 住んだ市民も 含めて、 人々が暮ら し やすいま ちを目指し 、様々な取組を 進めて

いま す。  

●第 24 回市民意識調査（ 2023 年） によ る と 、７ 割を超える 市民が本市を「 住みよ いま ち」

と 答えていま す。 ま た、 約８ 割の市民が本市に「 長く 住みたい」 と 答えており 、 高い定

 

3 地域自治シス テム： 都市内分権を 推進し 、 地域住民の意見を 市政に反映する と と も に、 地域の課題を 地域住民自ら が考え解決する ため

の仕組み 

4 共働： 市民と 行政が協力・ 連携する こ と 。 通常こ れを協働と いう が、 本市ではそれに加え、 共通する 目的のために、 それぞれの判断で、

それぞれが別で活動する こ と も 含み「 共働」 と 表現する 。  

5 都市部： 本市の中でも 人口や暮ら し 機能が集ま っ ている 地域を 指す。  

6 山村部： 本市の中でも 山地や森林など 自然環境を 有する 特徴を 持つ地域を指す。  
7 関係人口： 移住し た「 定住人口」 でも なく 、 観光に来た「 交流人口」 でも ない、 地域や地域の人々と 多様に関わる 人々 

8 地域共生社会： 制度・ 分野ごと の「 縦割り 」 や「 支え手」「 受け手」 と いう 関係を 超えて、 地域住民や地域の多様な主体が参画し 、 人

と 人、 人と 資源が世代や分野を 超えてつながる こ と で、 住民一人ひと り の暮ら し と 生き がいや、 地域を と も に創っ ていく 社会 
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住意向が見ら れま す。  

 ●加えて、 本市や自分が居住する 地域に愛着を感じ ている 市民ほど 、 本市について「 住み

やすい」、「 長く 住みたい」 と 感じ ている 傾向にあり ま す。 ま た、 地域への愛着を 強く 感

じ る ほど 、 生活全般の満足度が高く なる 傾向も 見ら れま す。  

 

 

２  「 ひと を支える 基盤（ ま ち）」 の視点 

（ １ ） 世界的な自動車産業の拠点と し て発展し てき たま ち 

●本市を含む西三河地域には、世界の自動車産業を けん引する ト ヨ タ 自動車株式会社やそ

のグループ企業・ 関連企業の生産拠点が集積し ていま す。 2024 年３ 月には下山地区に

おいてト ヨ タ 自動車株式会社の新研究開発施設が全面的に運用開始さ れる など 、自動車

産業の世界的拠点と し て発展し ていま す。  

●自動車産業を中心と し たも のづく り に関わる 企業への就業割合が高く なっ ており 、その

企業文化は市民の生活にも 浸透し ていま す。  

●一方で、 経済情勢の変化が、 人口動向や行財政運営に与える 影響は大き く 、 将来の変化

を見通し にく いと いう 潜在的なリ ス ク を有し ていま す。  

 

（ ２ ） 豊かな自然、 多様な歴史・ 文化を 持つま ち 

●本市は、 自動車産業を中心と する 世界有数のも のづく り の拠点であり ながら 、 県内でも

有数の農業生産額を 誇る ま ちです。 市域の約７ 割を占める 豊かな森林や、 北から 南に縦

貫する 一級河川矢作川を始めと し た豊富な水資源など 、日本の縮図のよ う な地域特性を

持っ ていま す（ 図表第１ ）。  

●自然や歴史・ 文化など 多く の地域資源を 有し ている ほか、 文化・ ス ポーツ など の公共施

設も 充実し ていま す。 ま た、 FI A世界ラ リ ー選手権など 、 世界的なイ ベント が開催さ れ

ていま す。  

●加えて、 名古屋市を 中心と し た大都市圏の一部と し て、 大学教育や商業施設を始めと し

た高次の都市サービ ス を享受し つつ、 日常生活に必要な医療・ 福祉の機能を有し 、 自立

性の高い生活圏を形成し ていま す。  

●自然災害の点から 見る と 、 本市は、 南海ト ラ フ 地震を 始めと し た大規模地震の影響を受

ける ほか、 活断層の存在も 指摘さ れていま す。 ま た、 気候変動によ る 豪雨の増加や台風

の強大化など によ る 河川の氾濫、 山村部における 土砂災害の危険性など 、 様々なリ ス ク

を有し ていま す。  

●一方で、 愛知県の内陸部に位置し 、 沿岸部と 比べて地震によ る 被害のリ ス ク が低いこ と

や、 津波の影響がないこ と から 、 広域での復旧・ 復興支援について、 大き な役割を 担う

こ と が期待さ れていま す。  

 



8 

（ 図表第１ ） 土地利用の現況 

 

【 出典】 愛知県「 土地に関する 統計年報 2023 年度版」  

 

  



9 

豊田市を 取り 巻く 環境変化と 課題 

 

１  「 ひと 」 の視点 

（ １ ） 中長期的な人口減少社会、 少子化、 人生 100 年時代の進展 

●我が国は、 2008 年を ピ ーク に人口減少社会に突入し ていま す。 国立社会保障・ 人口問

題研究所の 2023 年推計によ れば、 2050 年には総人口が約１ 億人に減少する こ と が予

測さ れていま す。  

●本市の人口は、 2008 年のリ ーマンショ ッ ク 以降、 約 42 万人を 横ばいで推移し てき ま

し たが、2019 年をピ ーク に減少に転じ ていま す。国立社会保障・ 人口問題研究所の 2023

年推計9によ れば、 2050 年には約 37 万人と なる こ と が予測さ れていま す（ 図表第２ ）。 

●本市の人口動態のう ち、 自然動態は、 こ れま で自然増加で推移し てき ま し たが、 2021

年から 自然減少に転じ ていま す。 晩婚化・ 未婚化の進行を 踏ま える と 、 出生数の更な

る 減少が予測さ れ、 自然減少が進展し 、 ま ちの活力維持が困難になる リ ス ク が想定さ

れま す（ 図表第３ ・ 第４ ）。  

●一方、 社会動態については、 2020 年及び 2021 年は、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影

響によ り 、 就職期の転入者が大幅に減少し ま し たが、 2022 年以降は回復基調にあり ま

す。 し かし 、 経済動向に影響を 受けやすい本市の特性を踏ま える と 、 今後も 見通し が

困難な状況にある と いえま す（ 図表第５ ）。  

●本市の世帯数は、 世帯分離等から 年々増加を続けており 、 単独世帯が 37. 7 パーセント

と 最も 多く 、 平均世帯人員は 2. 36 人（ 全国 2. 21 人） と なっ ていま す。 国立社会保障・

人口問題研究所の 2024 年推計10において、 2050 年には日本の平均世帯人員は 1. 92 人

になる と 予測さ れており 、 今後も 単独世帯が増加し ていく こ と が見込ま れま す（ 図表

第６ ）。  

●こ う し た人口に関する 予測に加えて、 人生 100 年時代と いわれる 中、 こ ど も から 高齢

者ま で全ての人が元気に活躍し 続けら れる 社会や安心し て暮ら すこ と のでき る 地域社

会を つく る こ と が重要な課題と なっ ていま す。  

●あわせて、 本市は、 国内外から 人材が集ま る 産業構造やこ れま で築いてき た高水準の

都市基盤を生かし ながら 、 将来を展望し たま ちづく り を進める こ と で、 周辺自治体を

含めた圏域の人口維持を 図る 役割を 担っていく 必要があり ま す。  

  

 

9 2023 年推計： 日本の地域別将来推計人口（ 令和５ （ 2023） 年推計）  

10 2024 年推計： 日本の世帯数の将来推計( 全国推計) ( 令和６ ( 2024) 年推計)  
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（ 図表第２ ） 本市の将来人口推計 

 
【 出典】 国勢調査及び国立社会保障・ 人口問題研究所「 日本の地域別将

来推計人口（ 令和５ （ 2023） 年推計）」  

 

（ 図表第３ ） 本市の出生数・ 死亡数の推移 

 

【 出典】 豊田市住民基本台帳 
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（ 図表第４ ） 本市の年齢別（ ５ 歳階級） 人口構成 

 

 

【 出典】 国勢調査及び国立社会保障・ 人口問題研究所「 日本の地域別将

来推計人口（ 令和５ （ 2023） 年推計）」 を基に作成 
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（ 図表第５ ） 本市の転入数・ 転出数の推移 

 

【 出典】 豊田市住民基本台帳 

 

（ 図表第６ ） 本市の世帯数の推移 

 

【 出典】 国勢調査 
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（ ２ ） 価値観・ ラ イ フ ス タ イ ルの多様化の進展 

 ●新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の世界的な流行や、 ワ ーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンス 11を重視し た

価値観の広がり 等を 背景に、 テレ ワ ーク 12やフ レ ッ ク ス タ イ ム 制13等の多様な働き 方・

暮ら し 方の選択肢が定着し ていま す。  

●本市の総人口の約５ パーセント が外国人である など 、多様な背景を持つ市民が暮ら し て

いま す（ 図表第７ ）。  

●近年、 人々のつながり 合いに対する 意識が変化し ており 、 家族や地域のつながり の機能

が弱ま っ ていま す。新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ り 、人間関係の希薄化が進み、

孤独や孤立など 心理的な困難を 抱えた人が増えていま す。  

●不登校や特別な支援を 必要と する 児童生徒が増加する など 、こ ど も たちの抱える 困難も

多様化・ 複雑化し ていま す。 こ ど も たちの考え方に寄り 添う こ と や、 イ ンク ルーシブな

社会を実現し ていく こ と が求めら れていま す。  

●こ う し た状況の中で、 改めて「 つながり 合い」 を 通じ た、「 気付き 合い」、「 認め合い」、

「 学び合い」 が重要と なっていま す。 世代や属性を 超えて、 困難を抱える 人も そう でな

い人も 、 誰も が将来に希望を持ち、 自分ら し く 安心し て暮ら すこ と のでき る 地域社会を

つく る こ と が求めら れていま す。  

 

（ 図表第７ ） 本市の外国人人口の推移 

 
【 出典】 豊田市住民基本台帳（ 各年 10 月 1 日時点）  

 

11 ワ ーク ・ ラ イ フ ・ バラ ン ス ： やり がいや充実感を 得ながら 働き 、 家庭や地域生活など においても 、 人生の各段階に応じ て多様な生き

方が選択・ 実現でき る 状態のこ と  

12 テレ ワ ーク ： 情報通信機器等を活用し た場所や時間に捉われない柔軟な働き 方 

13 フ レ ッ ク ス タ イ ム制： 一定の期間についてあら かじ め定めた総労働時間の範囲内で、 労働者が日々の始業・ 終業時刻、 労働時間を 自

ら 決める こ と ができ る 制度 
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２  「 ひと を支える 基盤（ ま ち）」 の視点 

（ １ ） 産業構造の大転換の可能性、 カーボンニュ ート ラ ル14の要請 

●本市の基幹産業である 自動車産業は、 国内市場の縮小や国際競争の激化に加え、 異業種

の参入が相次ぎ、 し 烈な開発競争が繰り 広げら れていま す。  

●カーボンニュ ート ラ ルの実現に対し 、 国際社会から の要請がま すま す高ま っ ており 、 二

酸化炭素排出やエネルギーの課題に取り 組むため、 電気自動車（ EV） や水素を使っ た燃

料電池自動車（ FCV） など のモビ リ ティ の開発が進めら れていま す。  

●本市では、 ビッ グデータ 15や AI 16技術の活用、 環境配慮と 利便性を持ち合わせた小型モ

ビリ ティ の開発、 ド ロ ーン技術を 生かし た「 空飛ぶク ルマ」 など 、 次世代モビリ ティ の

研究開発が行われていま す。  

●本市は、 引き 続き も のづく り 企業が集積し ている 特性を 生かし 、 次世代モビ リ ティ の研

究開発拠点と し ての機能を 更に強化し たま ちづく り を進める こ と が期待さ れま す。  

●ま た、新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症を 契機にサプラ イ チェ ーンが見直さ れている こ と から 、

海外展開し てき た製造業の国内回帰、 外資系企業の国内立地、 海外企業の M&A等の動き

がある 中で、 市内において産業立地と 集積を 促進でき る 可能性があり ま す。  

●一方、 自動車業界が「 100 年に一度の大変革の時代」 にある と いわれる 中で、 従来の産

業構造やビ ジネス モデルが大き く 転換する こ と で、本市の市民生活や中小企業など の市

内経済が大き な影響を 受ける 可能性も あり ま す。  

 

（ ２ ） デジタ ルト ラ ンス フ ォ ーメ ーショ ン（ DX） 17の加速、 生成 AI 18等の技術革新の進展 

 ●人口減少社会において、 生活の利便性を向上さ せ業務を 効率化する ため、 デジタ ル化の

推進が求めら れていま す。 例えばデジタ ル活用によ り 、 地域や自宅にいながら つながり

を持ち、ま た買い物や公共サービ ス を 享受でき る など 、様々なメ リ ッ ト が考えら れま す。 

●ま た、 Chat GPT19に代表さ れる よ う な生成 AI 等の新たな技術が加速度的に発展し ていま

す。 こ のよ う な技術革新は、 社会経済全般に予測し えない劇的な変化を 引き 起こ すと と

も に、 様々なチャ ンス をも たら す可能性があり ま す。  

●技術革新が進むこ と で、 こ ど も たちの多く が、 将来、 今は存在し ない職業に就く と いう

指摘も さ れていま す。 そのため、 こ ど も たちには、 変化の激し い不確実な社会の中で、

自ら 情報を 取捨選択し 判断する 力を身に付ける こ と が求めら れていま す。  

 

14 カーボンニュ ート ラ ル： 温室効果ガス の排出量から 、 植林、 森林管理などによ る 吸収量を 差し 引いて合計を実質的にゼロ にする こ と  

15 ビ ッ グデータ ： 膨大かつ多種の日々生成さ れる データ 群のこ と 。 情報技術の進展によ り 、 ビ ッ グデータ の生成・ 収集・ 蓄積・ 分析が

可能・ 容易と なり 、 ビ ジネス や学術等の様々な分野で活用さ れている 。  

16 AI ： 人工知能（ Art i f i ci al  I nt el l i gence） の略。 人間の思考と 同じ よ う な形で動作する プロ グラ ムや、 人間が知的と 感じ る 情報処理・

技術のこ と  

17 デジタ ルト ラ ンス フ ォ ーメ ーショ ン（ DX）： 企業がビジネス 環境の激し い変化に対応し 、 データ と デジタ ル技術を活用し て、 顧客や社

会のニーズに対し 、 製品やサービス 、 ビ ジネス モデルを 変革する と と も に、 業務そのも のや、 組織、 プロ セス 、 企業文化・ 風土を変革

し 、 競争上の優位性を 確立する こ と  

18 生成 AI ： データ から 学習し た内容を 基に自動で画像や文章等を つく り 出す AI のこ と  

19 Chat GPT： 米 OpenAI 社によ っ て開発さ れた、 質問を 文章で入力する と 自然な文章で回答する 対話型の生成 AI  
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（ ３ ） 持続可能な都市経営の重要性の高ま り  

●世界的な人口増加や気候変動によ る 影響の拡大、ウ ク ラ イ ナや中東など の国際情勢の緊

迫化など 、 社会の構造が大き く 転換し ていま す。 こ れら に起因し て、 暮ら し に欠かせな

い食糧・ 資源・ エネルギーなど の供給や調達が不安定と なる など 、 日常的な生活にも 重

大な影響が及んでいま す。 持続可能な地域社会を つく る ためにも 、 わたし たちの生活の

在り 方を 見つめ直すこ と が必要と なっ ていま す。  

●本市は、 広範な市域に多数の公共建築物・ イ ンフ ラ 施設を有し ていま す。 それら の多く

は、 高度経済成長によ る 人口増加を 背景に、 1970 年代以降集中し て整備さ れており 、

2030 年代以降、 老朽化し た施設の割合が加速度的に高ま る こ と から 、 改築や修繕に必

要と なる 経費が大幅に増加し 、 財政が硬直化する こ と が懸念さ れま す。  

●令和６ 年能登半島地震を始め、 国内では近年、 巨大地震、 豪雨や台風など によ る 多く の

自然災害に見舞われていま す。 本市は、 引き 続き 南海ト ラ フ 地震など 地震災害を 念頭に

おいたま ちづく り を 進めていく 必要がある ほか、気候変動によ り 激甚化し ている 気象災

害への対策も 必要と なっていま す。  

●こ のよ う に、様々なリ ス ク が想定さ れる ため、企業や他の自治体等と 必要に応じ 、協力・

補完し 合いながら 、 持続可能な都市経営を 進めていく こ と が重要と なっ ていま す。  

 

（ ４ ） リ ニア中央新幹線の開業等 

●本市は、自動車産業の集積によ り 全国から 若年層を中心に人材を 集める 強い吸引力を有

し ていま す。 その吸引力によ る 人の移動は、 西三河地域だけでなく 名古屋圏の経済活動

や人口など にも 影響を 与えていま す。  

●リ ニア中央新幹線の開業等を見据え、 日本中央回廊20の形成に向けた基盤整備が推進さ

れていま す。 名古屋市を 中心と する 経済圏域の優位性が高ま る こ と が期待さ れる 中で、

名古屋圏21や日本経済の飛躍を 担う 本市の役割を 意識し た取組が必要と なっ ていま す。  

●リ ニア中央新幹線の高速性は、人々の働き 方や暮ら し 方に更なる 選択肢を生み出し ま す。

本市においても 、 国内でのアク セス の優位性を 生かし ながら 、 産業中枢都市であり 続け

る ための取組を 促進する と と も に、も のづく り に関わる「 人・ も の・ 情報」 を 交流さ せ、

新たな価値の創造を 促進する こ と で、西三河地域を始めと し た圏域の飛躍を 更に推進す

る 役割が期待さ れま す。  

 

20 日本中央回廊： 東京と 大阪を 結ぶ計画中の高速交通路で、 日本の中央部を横断する ルート  

21 名古屋圏： 名古屋市を 中心と し た都市圏を 指し 、 愛知県、 岐阜県、 三重県の東海３ 県にま たがる 範囲を 指す。  
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第２ 章 ミ ラ イ 構想 
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将来像 

 

つながる  つく る  暮ら し 楽し むま ち・ と よ た 

豊田市には、 先人のたゆま ぬ努力によ り 培われてき た豊かな自然や歴史・ 文化・ 芸術、 ま

た、 本市の発展と と も に「 ク ルマのま ち」 と し て育ま れてき たも のづく り 産業・ 技術など 多

様な資源があり ま す。  

わたし たち豊田市民は、 こ う し た資源に愛着や誇り を 持って、 守り 、 更に大き く 育て、 次

代を 担う こ ど も たちへと つないでいく こ と で、安心と 輝き に包ま れた豊かな豊田市のミ ラ イ

を つく り 出し ていく こ と が大切である と 考えま す。  

わたし たちは、「 つながり 」 と 「 チェ ンジ（ 変化）・ チャ レ ンジ（ 挑戦）」 によ っ て、 一人

ひと り が主役と なっ て、 幸せを 感じ ながら ミ ラ イ を ひら く 「 つながる  つく る  暮ら し 楽し

むま ち・ と よ た」 を 目指し ま す。  

   

 ○「 つながり 」 によ っ て、 多様な価値や可能性を 創出する ま ち 

   一人ひと り が「 生き がいや自分ら し さ 」 を 大切にし ながら 、 心豊かに暮ら すためには、

多様な「 人と 人」、「 世代と 世代」 及び「 人と 地域・ 自然」 と のつながり を通じ た「 気付き

合い」、「 認め合い」 及び「 学び合い」 が重要です。  

多様な価値観に気付き 、 互いを 認め合う こ と によ り 、 日々の暮ら し の中で、 世代や国籍

を 超えた様々な主体と の「 つながり 」 の選択肢が広がり ま す。そし て、多様な「 つながり 」

を 通じ た、知る こ と 、考える こ と 、体験する こ と 、他者と 共有する こ と など の「 学び合い」

によ り 、 自分ら し く 豊かな人生を 実現する と と も に、 持続可能な地域のミ ラ イ をつく る 人

づく り を進める こ と が大切です。  

   わたし たちは、「 つながり 」 を 通じ てお互いを 認め、 生かし 合う 中で、 多様な価値や可

能性を つく り 出し 、 暮ら し を 楽し むこ と ができ る ま ちを目指し ま す。  

  

○「 チェ ンジ（ 変化）」 と 「 チャ レ ンジ（ 挑戦）」 によ っ て、 し なやかに変化し 続ける ま

ち 

   変化のス ピ ード が速く 、 常に前提が変わっ ていく 社会環境において、 量的な拡大ではな

く 、 多様性や質的な豊かさ を重視する 、 持続可能なま ちを 実現する ためには、 時代に即し

てま ちを能動的かつ柔軟に変え続けていく こ と が重要です。  

そのためには、 良いも のは継続し つつも 、 時代の流れの中で形成さ れてき た物事の枠組

みに捉われずに、 新たな関係性を つく り 、 変わっ ていく 時代に適応する 様々な取組や活動

を 展開し ていく こ と が大切です。  

わたし たちは、積極的・ 前向き に変化する こ と を 受容し 、先進技術等も 取り 入れながら 、

主体的に挑戦への一歩を 踏み出せる 心豊かな社会を 目指し ま す。  
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ま ちづく り の基本的な考え方 

 

人口も 経済も 右肩上がり で成長し てき た「 成長社会」 から「 成熟社会」 へと 転換し て久し

く なり 、 本市のま ちづく り においても 、 人口減少社会を 前提と し た発想や手法、 仕組みが必

要になっ ていま す。  

「 成熟社会」 においては、 生き がいや自分ら し さ と いっ た内面の充実や社会の中での役割

の創出、 都市部・ 山村部が共生する 本市の強みを 生かし た多様な暮ら し 方・ 働き 方の選択肢

の創出など 、 一人ひと り の幸せの実現や満足度の向上が求めら れま す。  

あわせて、 中部圏における 拠点都市・ ミ ラ イ を 先取る 先進都市と し て、 圏域を 支える 役割

を 発揮し ていく こ と も 必要です。  

そのために、 従来の「 所有する 豊かさ 」 だけでなく 、 自ら の暮ら し や働き 方を「 創造する

豊かさ 」、社会と のつながり の中で様々な人が持つ価値観など を「 共有する 豊かさ 」、そし て、

よ り よ い社会に向け、 相互に協力・ 補完し 合いながら 前例に捉われず「 挑戦する 豊かさ 」 が

重要です。  

こ のこ と から 、 将来像の実現に向け、 市民・ 行政の行動規範と なる「 ま ちづく り の基本的

な考え方」 を 示し ま す。  

 

（ １ ） ３ つの「 発想の転換」  

○「 個の充足・ 完結」 から 「 つながり ・ 関係性の広がり ・ 深ま り 」 重視へ 

一人ひと り が生き がいを持って活動し 、 様々な世代の人々が互いに認め合い、 支え合う

こ と が重要である ため、 個で充足し たり 、 完結し たり する こ と にと ど ま ら ず、 人と 人、 世

代と 世代、 人と 地域など のつながり の拡大や関係性の強化を意識し ま す。   

 

○「 ないも のを補う 」 から 「 ある も のを 生かす」 発想へ 

新たな需要に対し て、 新たなも のを 供給する だけではなく 、 ま ずは、 既にある 様々な取

組や主体、 施設、 仕組み等を 変えたり 、 組み合わせたり する こ と で、 よ り 大き な効果を生

み出すこ と や、 新たな価値を つく り 出すこ と を 意識し ま す。  

 

◯「 行政がリ ード する ま ちづく り 」 から 「 多様な主体がつく り 上げる ま ちづく り 」 へ 

行政が担う べき こ と はし っ かり と 役割を果たし つつ、 市民、 企業、 市民活動団体など の

多様な主体が主役と なっ てま ちづく り に参画し 、楽し みながら 活躍でき る 環境づく り を行

い、「 共働によ る ま ちづく り 」 を更に進める こ と を意識し ま す。  

 

（ ２ ） ３ つの「 行動の変容」  

○見方を「 変える 」 ＜気付く ＞ 

こ れま での在り 方を 当たり 前と せず、 前提を捉え直し 、 固定化し た認識を変えていく と

と も に、 多様な価値観を 認識し 、 認め合う こ と を意識し ま す。  
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○思考を「 変える 」 ＜考える ＞ 

社会潮流の変化を観察し 、 時代に即し て、 常に考え方を柔軟に変えていく こ と を 意識し

ま す。  

 

○行動を「 変える 」 ＜行動する ＞ 

わたし たち一人ひと り が、 自分のこ と と し て物事を捉え、 でき る こ と から 行動につなげ

ていく こ と を 意識し ま す。  
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将来都市構造 

 

本市は、 矢作川を 中心に形成さ れる 西三

河平野と 、 木曽山脈から 連なる 三河高原が

広がる 変化に富んだ地勢を 有し ており 、 森

林地域が約７ 割を占める 広大な市域に市街

地や集落が点在し 、 都市部から 山村部ま で

多様な地域が共存し ていま す。 ま た、 東名

高速道路を始め４ つの高規格幹線道路に８

つのイ ンタ ーチェ ンジを 有する 道路交通の

要衝である と と も に、 名鉄三河線を 始め４

つの鉄道路線に 26 の駅があり 、市内や広域

の移動において高い交通利便性を有し てい

ま す。 さ ら に、 世界有数の産業中枢都市と

し て、 「 人・ も の」 等の移動が活発に行わ

れ、 中部圏の中で自立し た生活圏を 形成し ている こ と が特徴です。  

リ ニア中央新幹線の開業等によ り 日本中央回廊が形成さ れる こ と で、三大都市圏を 中心と

し た地域経済の活性化が期待さ れま す。 そう し た中で、 本市の都市活力を維持・ 増進し てい

く ためには、 名古屋市へのアク セス 機能を 更に強化し 、 中部圏における 本市の拠点性と 優位

性を 一層高めていく こ と が必要です。 ま た、 気候変動に伴う 自然災害や異常気象の増加、 巨

大地震など 様々なリ ス ク が想定さ れており 、 市民の安全・ 安心を 確保する ため、 災害リ ス ク

への適応を念頭においたま ちづく り を 進めていく こ と が不可欠です。  

こ れら を踏ま え、 目指すべき 将来都市構造の基本的な考え方を 示し ま す。  

 

（ １ ） 将来都市構造の基本的な考え方 

広大な市域の中で、 市民の暮ら し の質を 将来にわたっ て維持・ 向上さ せていく ためには、

都市部と 山村部の都市基盤を柔軟に活用し ながら 、 社会環境に適応し て、 多様な価値や可能

性を 創出する ま ちづく り が必要です。 その実現に向けて、 自然災害に備える と と も に、 環境

負荷22の抑制や都市経営の効率化等に配慮し 、 長期の視点を 持っ て戦略的に、 農地や森林、

河川等の自然環境の保全と 市民の暮ら し が調和する 土地利用を図り ま す。  

特に、 都市23の骨格づく り と し て、 人口が集中する 都市部と 集落が点在する 山村部の地域

特性を踏ま えて、 暮ら し に必要な機能（ 以下「 暮ら し 機能」 と いいま す。） や居住等を コ ン

パク ト に集積・ 維持する 地域を「 拠点」 と 位置付けま す。そし て、拠点間の連携を 図る ため、

道路や鉄道等の公共交通に加え、 情報基盤など の「 ネッ ト ワ ーク 」 の強化を 進める こ と で、

拠点相互がよ り 緊密につながり 合い、 周辺地域を 含めて広域的に「 人・ も の」 等の様々な循

 

22 環境負荷： 人の活動によ り 、 環境に加えら れる 影響であっ て、 環境保全上の支障の原因と なる おそれがある も の 
23 都市： 将来都市構造では、 豊田市全域を指す（「 三大都市圏」、「 周辺都市」 を 除く 。）。  

周辺都市及び大都市圏と の連携イ メ ージ図 
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環・ 対流を 創出し 、 都市部・ 山村部それぞれの地域の価値を 高め合う 「 拠点連携型都市」 を

目指し ま す。  

 

（ ２ ） 拠点連携型都市の実現に向けて 

〇拠点への機能・ 居住の緩やかな集積と 拠点間の連携強化 

都市部においては、ま ちの魅力や暮ら し の質の向上を 図る 買い物や医療等の暮ら し 機能

を 拠点へ集積する こ と に加え、 既存の資源を 効果的に活用する こ と で、 安全・ 安心で利便

性の高い暮ら し を 提供する 市街地の形成を図り ま す。 ま た、 既成市街地における 空き 家や

低未利用地の活用と 併せ、 鉄道沿線を 基本と し た新市街地の整備等によ り 、 利便性の高い

地域への多様な世代の新規居住や住み替えを 推進し ま す。  

山村部においては、 拠点に暮ら し 機能を維持し 、 地域の暮ら し の質の確保を 図り ま す。

ま た、 コ ミ ュ ニティ の維持に向け、 空き 地や空き 家等を活用し た居住環境を 確保し 、 山村

部への移住や定住を促進し ま す。  

リ ニア中央新幹線の開業を 見据え、鉄道機能の強化によ る 名古屋市へのアク セス 性の向

上を図る と と も に、 デジタ ル技術を効果的に活用し 、 拠点間の機能連携と 交流促進に必要

なネッ ト ワ ーク の強化を 推進し ま す。  

 

〇都市基盤を 生かし た更なる 産業の強化と 地域資源の保全・ 活用 

既存の産業用地や充実し た都市基盤を 最大限に活用し 、 更なる 産業の集積・ 強化や周辺

都市と の広域的な連携によ り 、将来にわたっ て都市活力を持続でき る 産業構造の確立を図

り ま す。  

優良農地や森林の保全を基本と し 、地域特性に応じ て地域活力の向上に資する 農地や森

林の活用を 図り ま す。  

豊かな自然や歴史・ 文化等の多様な地域資源を 保全・ 活用し 、 地域への誇り や愛着を高

める こ と で、 地域の活性化を 図る と と も に、 地域資源を次世代へ継承し ま す。  

 

〇安全・ 安心な防災ま ちづく り の推進 

豪雨や台風等によ る 河川の氾濫や急傾斜地における 土砂災害、巨大地震等の災害リ ス ク

を 踏ま えて、 農地や森林が持つ多面的機能24を生かし た自然環境の保全や安全に配慮し た

適切な土地利用を 推進し ま す。  

ま た、 激甚化・ 頻発化する 自然災害に適応する ため、 防災・ 減災対策を着実に進め、 災

害に強い都市の形成を 図り ま す。  

  

 

24 多面的機能： 生物多様性の維持、 地球環境の保全、 国土の保全、 水源の涵養、 快適な環境の形成、 保健・ レ ク リ エーショ ン、 文化の

維持及び継承、 木材や食料の生産など の様々な役割のこ と  
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（ ３ ） 将来都市構造イ メ ージ 

 

 

  

将来都市構造イ メ ージ図 
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ゾ ーン 地勢や土地利用の現況、 法令等で定める 土地規制を 踏ま え、 自然環境の適切な保全と 活用、 営農や森

林施業、 製造・ 物流等のも のづく り 産業活動や市民の暮ら し と の関係等に配慮し た計画的な土地利用

の推進を 図る ため、 ４ つのゾ ーン を 位置付けま す。  

 市街地 

ゾ ーン 

鉄道等の公共交通の利便性の向上に併せて、市街化区域における 生活利便性の向上や土地利用の高度

化、 低未利用地の活用等によ り 、 都市的土地利用を 推進し 、 誰も が暮ら し やすい市街地の形成を 図り

ま す。  

田園・ 都市

共生ゾ ーン  

優良農地の保全等によ り 営農環境に最大限に配慮し ながら 、定住促進や産業集積等の計画的な土地利

用の誘導によ り 、 農業的土地利用と 都市的土地利用と の調和・ 共生を 図り ま す。  

里山・ 都市

共生ゾ ーン  

都市近郊の農地や森林等の適切な管理・ 保全を 進めつつ、既存ス ト ッ ク を 生かし た産業集積等の計画

的な土地利用の誘導によ り 、 里山環境と 都市的土地利用と の調和・ 共生を 図り ま す。  

森林環境 

ゾ ーン 

農地や森林等の豊かな自然環境及び都市的土地利用の適切な管理・ 保全を 基本と し て、地域産業の振

興に資する 土地利用を 推進する ほか、 生活拠点を 中心に居住促進地区を 設定し 、 コ ミ ュ ニティ 維持に

必要な移住・ 定住の誘導によ り 、 自然環境の保全と 山村地域25の暮ら し と の調和・ 共生を 図り ま す。  

拠点 地域の特性を 踏ま え、 暮ら し 機能や居住を 集積・ 維持する 都市の「 拠点」 と し て、「 都心」、「 産業技

術拠点」、「 都市拠点」 及び「 生活拠点」 を 位置付けま す。  

 都心 拠点連携型都市の中核にふさ わし い高水準の都市的サービ ス を 享受でき る よ う 、 多様な機能を 高度

化・ 複合化し 、 暮ら し 機能や居住の更なる 集積を 図る と と も に、 交通結節機能の強化を 推進し ま す。  

産業技術 

拠点 

世界を リ ード する 産業技術の中核と し て、基幹産業の更なる 強化と 生産・ 研究機能の高度化を 推進す

る と と も に、 高い生活利便性を 生かし た暮ら し 機能や居住の集積を 図り ま す。  

都市拠点 生活利便性や交通利便性の高さ を 生かし た拠点と し て、鉄道やバス 等の高水準の交通サービ ス の確保

に併せて、 暮ら し 機能や居住の集積・ 維持を 図り ま す。  

生活拠点及

び広域生活

拠点 

地域自治区26における 拠点と し て、 暮ら し 機能や居住を 維持・ 誘導する と と も に、 関係人口の創出を

始め、 地域資源を 生かし た特色ある ま ちづく り を 推進し ま す。  

ま た、 足助支所周辺においては、 広域的な暮ら し 機能を 有する 生活拠点と し て、 都市と 山村の共生の

取組や観光交流等の山村地域の振興に必要な機能の誘導を 図り ま す。  

ネッ ト ワ ーク  拠点間の相互連携を 図る ため、 公共交通（ 鉄道及び基幹バス ） と 道路から なる 交通網に、 情報基盤を

加えた「 ネッ ト ワ ーク 」 を 位置付けま す。  

 公共交通 鉄道及び基幹バス によ る 拠点間の連携を 引き 続き 強化する と と も に、リ ニア中央新幹線の開業を 見据

えた名古屋へのアク セス 性の向上を 図る ため、 鉄道強化軸における 鉄道機能の強化を 促進し ま す。 ま

た、 自助・ 共助・ 公助の考え方の下、 多様な移動手段の組合せによ る 取組を 推進し ま す。  

道路 都市間・ 拠点間の暮ら し 機能の連携や交流促進、 産業の強化、 拠点へのアク セス 性の向上等に資する

道路網の形成を 図り ま す。 ま た、 災害時における 安全で確実な移動を 確保する ため、 道路防災機能の

強化を 図り ま す。  

情報基盤 デジタ ル技術を 効果的に活用し 、暮ら し 機能を 拠点相互で補完し 合う と と も に、地域間の交流を 促進

する ため、 情報基盤の整備促進や情報環境の充実を 図り ま す。  

エリ ア 重点的に産業と 居住の適地への誘導を 図る ため、新たな産業立地を 促進し 、産業用地の供給を 推進す

る 「 産業誘導エリ ア」 と 、 鉄道の強みを 最大限に生かし て沿線への居住の誘導を 推進する 「 えき ちか

居住誘導エリ ア」 の２ つの「 エリ ア」 を 位置付けま す。  

 産業誘導 

エリ ア 

産業の集積・ 強化に向け、 計画的に新たな産業用地の供給を 図る と と も に、 生産機能に加え、 研究・

開発機能の誘導を 推進し ま す。  

えき ちか 

居住誘導 

エリ ア 

将来にわたっ て安全で快適な市街地の形成を 図る ため、都市間のアク セス や市内の円滑な移動におけ

る 鉄道の強みを 最大限に生かし 、 重点居住誘導駅を 中心に多様な主体によ る 宅地の供給や暮ら し 機能

の集積を 進める と と も に、 交通結節機能の強化を 図り 、 鉄道沿線への居住の誘導を 推進し ま す。  

  

 

25 山村地域： 旭地区、 足助地区、 稲武地区、 小原地区、 下山地区の全域 

26 地域自治区：「 市長の権限に属する 事務を分掌さ せ、 及び地域の住民の意見を 反映さ せつつこ れを 処理さ せる ため」、 豊田市地域自治

区条例によ っ て分けら れた個々の区域のこ と 。 なお、 事務所と 地域協議会（ 本市では地域会議と 称する 。） を 構成要素と し ている 。  
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はじ めに 人口減少社会においても 持続可能なま ちを目指し て  

○人口構造の大転換 

・ 本市は、 少子高齢化が進行し 、 2019 年を ピ ーク に人口減少と なる など 、 人口構造の大

き な転換点にあり ま す。  

・ 日本人人口は、 2016 年を ピ ーク に減少し ており 、 2024 年 10 月には約 39 万４ 千人と な

っていま す。 一方、 外国人人口は、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響で一時減少し てい

ま し たが、 2022 年以降再び増加し ２ 万人を 超え、 過去最高を更新し ていま す（ 図表第

１ ）。  

〇少子化の進行 

・ 本市の合計特殊出生率27は、 2023 年には 1. 33 と 、 全国（ 1. 20） や愛知県（ 1. 29） を上

回っ ている も のの、 本市で１ 年間に生ま れる こ ど も の数は 2013 年の 4, 146 人から 2023

年の 2, 694 人へと 、 直近 10 年間で約 35 パーセント 減少し ていま す（ 図表第２ ）。  

・ こ ど も 家庭庁の「 こ ど も 未来戦略（ 2023 年）」 によ れば、 未婚化・ 晩婚化の進行が、 少

子化の大き な要因と さ れていま す。 一方で、 国立社会保障・ 人口問題研究所の「 第 16

回出生動向基本調査（ 2021 年）」 によ れば、 近年減少傾向にある も のの、 18 歳から 34

歳ま での男女の未婚者について８ 割以上が「 いずれ結婚する つも り 」と 回答し ていま す。 

・ ま た、 愛知県の「 少子化に関する 県民意識調査（ 2024 年）」 によ れば、 県内に居住する

20 歳から 49 歳ま での男女の約８ 割が、 少子化の進行について「 危機感を 持っている 」

と 回答し ていま す。 こ のため、 ミ ラ イ を 担う 世代が自ら の将来の暮ら し に希望を 持つこ

と ができ 、 こ ど も を 生み育てやすいま ちづく り を 進める こ と は喫緊の課題です。  

○若年層の流出 

・ 本市は、 製造業が集積し ており 、 就職等を 契機に、 主に 10 代後半の男性が転入増と な

る 特性があり ま す。  

・ し かし ながら 、 こ こ 数年の 15 歳から 39 歳ま での社会動態を 見る と 、 男女と も に外国人

人口は社会増加と なっ ている 一方で、 日本人人口は社会減少と なっていま す。 ま た、 総

人口でみる と 、 女性人口の減少が男性人口の減少を 上回っていま す（ 図表第３ ）。  

・ 民間の有識者グループである 人口戦略会議が 2024 年４ 月に公表し た『 地方自治体「 持

続可能性」 分析レ ポート 』 では、「 若年女性人口が減少し つづける 限り 、 出生数は低下

し つづけ、 総人口の減少に歯止めがかから ない」 と 、 若年女性人口が地域の持続可能性

において重要な要素である と し ていま す。  

・ こ う し たこ と から 、 女性を 始めと する 誰も が、 暮ら し たい・ 働き たいと 思える ま ちをつ

く っ ていく 必要があり ま す。  

 

 

27 合計特殊出生率：「 15～49 歳ま での女性の年齢別出生率を 合計し た指標」 で、 一人の女性が平均し て一生の間に何人のこ ども を 産むか

を 表す指標 
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〇従来型の発想では持続不可能 

・ 中長期的に人口減少が進むこ と が予想さ れる 状況において、 ま ちの基盤を 支える 産業・

経済活動の担い手不足が進むこ と や、 医療・ 福祉の仕組みが維持でき なく なる こ と のほ

か、 山村部を 始めと し た豊かな自然環境の保全ができ なく なる こ と や、 地域コ ミ ュ ニテ

ィ の活力が低下する こ と など 、様々な分野において大き な影響が生じ る こ と が考えら れ

ま す。 従来の発想を 前提と し た仕組みや考え方を 継続し ていく こ と は、 近い将来不可能

と なる こ と は明ら かです。  

〇チェ ンジ・ チャ レ ンジで「 選ばれる ま ち」 を つく る こ と が必要 

・ 人口減少社会においても 、ミ ラ イ 構想に掲げる「 つながる  つく る  暮ら し 楽し むま ち・

と よ た」 の実現に向けて、 ま ちの活力を 保ち続ける ためには、 若年層を 始め広く 人々に

と っ て、 住みたい、 関わり たいと 思える 魅力のある ま ちである こ と が重要です。 そのた

めに、 こ れま での延長線上にない新し い発想で物事を 考える 必要があり ま す。 ミ ラ イ 志

向で将来の社会を常に想像し 、 失敗を恐れず、 チェ ンジ・ チャ レ ン ジ（ 変化を受容し 挑

戦する ） 思考で本市の多様な地域性を 生かし た取組を 進め、 ま ちの総合力を 高めていく

こ と が重要です。  

 

（ 図表第１ ） 人口推移（ 総人口・ 外国人人口）  

 

【 出典】 豊田市住民基本台帳（ 各年 10 月１ 日時点）  

 

 



28 

（ 図表第２ ） 出生数と 合計特殊出生率の推移 

 

【 出典】 豊田市統計書（ 2023 年のみ住民基本台帳）  

 

（ 図表第３ ） 男女別年齢別（ 15 歳-39 歳） 社会増減（ 2020 年 10 月１ 日～2023 年９ 月 30 日）  

 

【 出典】 愛知県「 あいちの人口 愛知県人口動向調査結果年報」 を基に作成 
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５ 年間で特に注力する 視点 

視点１  「 こ ども 」 起点でま ちづく り を考える  

○「 こ ど も 」 のつながり が減少し ている  

・ 少子化や核家族化と いっ た背景の中、 今のこ ど も たちは、 こ ど も 同士や多世代と の交流

の機会など 、 多様な人や体験に接する 機会が減少し ていま す。  

・ さ ら に、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ り 、 物事が自粛さ れる 中で、 こ ど も たち

は貴重なつながり の機会が失われる 事態を 経験し ま し た。  

・「 豊田市の教育に関する アンケート 調査（ 2021 年）」 によ れば、 家庭の教育力が低下し

ている 原因について、「 少子化、 核家族化で、 子ど も がいろいろ な人に接する 機会が減

っている 」 と 回答する 保護者が最も 多く なっていま す。 ま た、 地域の教育力の課題につ

いては、「 他人の子ど も を 注意し づら い雰囲気がある 」 に次いで、「 隣近所の人と のコ ミ

ュ ニケーショ ンが少ない」「 地域の大人と 子ど も が会う 機会が少ない」 と 回答する 保護

者・ 教員等が多く なっ ていま す。  

○「 つながり 」 を 通じ て、 こ ど も の生き 抜く 力を育む 

・ 変化の激し い予測困難な社会の中で、 こ ど も たちには、 自ら のミ ラ イ を 自ら 考え判断す

る ための力を育むこ と が求めら れていま す。 学力だけでなく 、 自己肯定感や、 人・ 社会

と 関わる 力を高める こ と が必要である ため、 多様な場で、 こ ど も 同士や多世代と つなが

り 、 多様な経験をし ていく こ と が必要です。  

○豊かな経験・ 活力を、 次世代につなぐ チャ ン ス が生ま れている  

・ 健康寿命28の延伸によ り 、 一般的に高齢者と 定義さ れる 65 歳以上と なっ ても 、 心身と も

に健康で自立し て活発に社会参加でき る 人が増えていま す。  

・ 人生 100 年時代と いわれる 中、 こ れま でと は価値観を転換し た新し い暮ら し 方・ 働き 方

を実現でき る 可能性が生ま れていま す。 本市で育ま れた豊かな経験・ 活力を こ ど も たち

につなぐ 大き なチャ ンス です。  

○「 いき いき と 暮ら す大人の姿」 がこ ど も のミ ラ イ に夢と 希望をつく る  

・ わたし たちが暮ら すま ちが、 こ れから も 魅力ある 住み続けたいま ちである ためには、 本

市のミ ラ イ をつく っ ていく 次世代、 すなわち「 こ ど も 」 起点や視点で物事を 捉える 必要

があり ま す。 過去と は全く 異なる 状況で生き る こ ど も たちの状況を 理解し 、 その上でこ

ど も たちを 支える 取組を進める こ と が大切です。  

・ わたし たちは、 様々なつながり 合いを 通じ て、 一人ひと り 誰も がいき いき と 暮ら す姿を

こ ど も たちに伝える こ と で、 ま ちへの愛着を育むと と も に、 こ ど も たちのミ ラ イ に夢と

希望をつく る こ と を 目指し ま す。  

 

28 健康寿命： 健康上の問題で日常生活が制限さ れる こ と なく 生活でき る 期間 
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視点２  誰も が「 つながり 合う 」 ま ちづく り を進める  

○暮ら し の安心と 自分ら し さ を 育むこ と が重要 

・ 本市は、 第８ 次豊田市総合計画において「 超高齢社会29への適応」 等に重点的に取り 組

むなど 、 人と 人と のつながり 合いをと も につく り 、 暮ら し の「 安心」 と 「 自分ら し さ 」

を 育む地域共生社会の実現を 目指し 、全国に先駆けた取組を数多く 展開し てき ま し た。 

・ 人口減少社会においては、 改めて「 人」 のつながり の価値が高ま っ ていま す。 引き 続

き 、 つながり の中で、 一人ひと り が「 生き がいや自分ら し さ 」 を 大切にし ながら 、 ま

ちをと も につく っ ていく こ と が必要です。  

○誰も が「 つながり 合う 」 ま ちづく り を 進める  

・ 本市は、 豊かな自然を 有し 、 都市と 山村が近接する 環境や、 各地域で継承さ れる 歴史・

文化・ 芸術、 ス ポーツ があり ま す。 こ う し た地域資源を活用し 、 国籍・ 性別・ 年齢・

障がいの有無等にかかわら ず、 人と 人、 世代と 世代がつながり 合う こ と で、 支援する

側・ さ れる 側と いう 関係性ではなく 、 誰も が相互に学び合い、 主役と し て活躍でき る

新たな関係性が生ま れま す。  

・ わたし たちは、 本市の資源を 生かし 、 多様な参加の選択肢と つながり 合いを通じ て、

関係人口を増やし 、 ま ち全体でこ ど も の成長を 支え、 こ ど も から 高齢者ま で、 全ての

人がつながり 合いの中で安心し て自分ら し く 暮ら すこ と ができ る 社会を 目指し ま す。  

 

視点３  人を支える 「 ま ちの基盤」 をつく る  

○持続可能な都市経営が重要 

・ ミ ラ イ を担う こ ど も たちが、 自分のミ ラ イ に夢と 希望を 持ち、 都市部・ 山村部それぞれ

の良さ を 感じ ながら ま ちに愛着を 感じ 、 本市で暮ら し 続けたいと 思う こ と が、 ま ちの活

力につながる と 考えま す。  

・ そのためには、 わたし たち自身が心豊かに暮ら し ていく と と も に、 人を 支える 基盤と し

て、 持続可能な都市経営を 行う こ と が大切です。  

○圏域を リ ード する 産業中枢都市と し て深化する  

・ 人口減少社会においても 、本市がこ れから も 産業中枢都市と し て深化し 続けら れる よ う 、

新産業の創出や市内事業者の DX 化を促進する など 、 ま ちに活力を生み出し 続ける ため

の取組が重要です。  

・ ま た、 誰も が望む活躍ができ る よ う 、 企業の人材戦略の支援や、 職種の多様化など によ

り 、 多様な働き 方を 実現し ていく こ と が大切です。  

○安全・ 安心で魅力的なま ちづく り を進める  

・ 長期の視点を 持っ て戦略的に、 暮ら し と 自然が調和し た土地利用を 推進し 、 一極集中で

 

29 超高齢社会： 65 歳以上の高齢者の占める 割合が全人口の 21 パーセント を超えた社会 
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はなく 、 各地域が一定の自立をし ながら も 、 拠点同士の連携を強め、 循環・ 対流を 生み

出す拠点連携型都市の実現に向け、 着実に取組を進めていく こ と が必要です。 ま た、 本

市の強みを 生かし ながら 住みたいま ち・ 住み続けたいま ちと し て選ばれる よ う 、 ニーズ

に合わせた魅力ある 住ま いや暮ら し 環境を 実現し ていく こ と が重要です。  

・ 一方、 近年災害が激甚化する 中、 治水や耐震等の必要な基盤整備を 進める と と も に、 将

来を 展望し てよ り 災害の危険性のない場所へ住ま いを移し ていく など 安全・ 安心なま ち

を実現する こ と も 必要です。  

○豊かな自然環境を 次世代へ受け継ぐ  

・ 気候変動は喫緊の課題です。 脱炭素社会30の実現に向けて、 市民・ 事業者・ 行政を 含め

た「 オールと よ た」 で、 一人ひと り が環境配慮行動を進める と と も に、 高い技術力を生

かし て新たなエネルギーや技術の利活用に挑戦する こ と で、将来にわたり 豊かな環境を

受け継いでいく こ と が大切です。  

○ミ ラ イ につながる 「 ま ちの基盤」 をつく る  

 ・ 本市の強みを 生かし つつ、 ま た今後生み出さ れる 様々な先進技術を 融合し ながら 、 本市

なら ではのミ ラ イ につながる ま ちづく り を 進める こ と で、圏域を 代表する 拠点都市と し

て人をひき つける 魅力のある ま ちを目指し ま す。  

  

 

30 脱炭素社会： 化石燃料の消費等に伴う 温室効果ガス の排出を 大幅に削減し 、 世界全体の排出量を 自然界の吸収量と 同等のレ ベルと し

ていく こ と によ り 、 気候に悪影響を 及ぼさ ない水準で大気中の温室効果ガス 濃度を安定化さ せる 社会 
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ミ ラ イ 実現戦略 2030 

 

前述を 踏ま え、 ミ ラ イ 実現戦略 2030 と し て、 こ の５ 年間（ 2025 年４ 月から 2030 年３ 月

ま で）に特に注力する 取組の方向性と し て、２ つの取組方針と ５ つの取組目標を 設定し ま す。 

なお、 取組目標の実現に向けた施策については、 計画策定時点のも のであり 、 毎年の進捗

や社会情勢等を 踏ま えて見直し ま す。  

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

取組方針１  と も にこ ど も のミ ラ イ に夢と 希望をつく る  

わたし たちは、 本市の誇る べき 多様な地域性や価値、 多様で豊かな担い手を 生かし 、 一人

ひと り がつながり 、 楽し みながら 、 こ ど も たちが自ら のミ ラ イ に夢と 希望を 持てる 社会をつ

く り ま す。  

 

取組目標① こ ども が多様な生き 方・ 暮ら し 方を選択でき る  

目指す姿 施策 

（ １ ） こ ど も がミ ラ イ を生き 抜

く 力と 自己肯定感を 高め

ている  

地域資源を 生かし た「 遊び・ 学び・ 体験」 の機会の充実 

自ら 考え判断する 力を 育む教育の推進 

多様な学びに対応し た最適な教育環境づく り  

（ ２ ） 人生 100 年時代に誰も が

学び合い を 通じ て いき い

き と 暮ら し ている  

大人の学び・ 活躍を 支援する 機会の充実 

（ ３ ） 市民のま ちへの愛着・ 誇

り が育ま れている  

「 ク ルマのま ち」 の更なる 魅力の向上 

ま ちの歴史・ 文化・ 芸術や自然等をミ ラ イ につなぐ 取組

の推進 

身近な地域の魅力を 知り 、 生かす機会の充実 

テーマやタ ーゲッ ト に応じ た戦略的な情報の発信 
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取組目標② 誰も がつながり 合いの中で安心し て 

自分ら し く 暮ら すこ と ができ る  

目指す姿 施策 

（ １ ） ま ち全体がこ ど も の成長

を支えている  

結婚・ 出産・ 子育て支援の充実 

保育ニーズへの対応と 良好な幼児教育・ 保育環境づく り  

配慮が必要なこ ど も への支援 

（ ２ ） 誰も が地域・ 多世代でと

も に つな が り 合い な が ら

暮ら し ている  

地域活動の持続可能性の向上 

多様でゆる やかな「 つながり 合い」 の創出の促進 
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取組方針２  と も にミ ラ イ につながる ま ちを つく る  

わたし たちは、 将来を 展望し 、 ミ ラ イ を 担う こ ど も たちにと っ て安全・ 安心で持続可能な

ま ちの基盤を つく り ま す。  

 

取組目標③ 産業中枢都市と し て深化し 続ける  

目指す姿 施策 

（ １ ） 新たな産業が創出さ れて

いる  

ミ ラ イ を 支える 産業の創出と 育成 

積極的な起業・ 創業の支援 

産業用地の創出 

（ ２ ） 市内事業者が社会の変化

に適応し ている  
市内事業者の持続可能性の向上に向けた取組の支援 

（ ３ ） 誰も が希望する 働き 方を

実現し ている  

多様な人材の活躍と 柔軟な働き 方を実現する 人材戦略へ

の支援 

 

取組目標④ 将来を展望し た都市環境の形成を進める  

目指す姿 施策 

（ １ ） 次代につなぐ 快適な都市

環境の 実現に 取り 組ん で

いる  

都市部の利便性の高い暮ら し 環境の充実 

山村部の持続可能な暮ら し の仕組みづく り  

社会環境の変化に適応する 暮ら し 機能の最適化 

多様な人を ひき つける 中心市街地の魅力の向上 

都市間・ 拠点間の連携を支える 交通ネッ ト ワ ーク の強化 

（ ２ ） 安全に暮ら すこ と ができ

る 災害に 強い ま ち の実現

に取り 組んでいる  

地域力発揮によ る 防災力の強化 

防災・ 減災を支える 基盤づく り  

暮ら し を 守る 自然環境の適正な保全 
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取組目標⑤ 脱炭素社会の実現に挑戦する  

目指す姿 施策 

（ １ ） CO２ 排出削減目標を 達成

し ている  

脱炭素社会の実現に向けた市民の行動の促進 

脱炭素社会の実現に向けた事業者の取組の促進 

脱炭素社会の実現を 先導する 公共の取組の推進 

（ ２ ） 新たなエネルギーや技術

の 利活用に 取り 組んで い

る  

水素社会の実現に向けた取組の推進 
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取組方針１  と も にこ ど も のミ ラ イ に夢と 希望を つく る  

取組目標① こ ど も が多様な生き 方・ 暮ら し 方を選択でき る  

（ １ ） こ ども がミ ラ イ を生き 抜く 力と 自己肯定感を高めている  

【 取組の方向性】  

●こ ど も が多世代と のつながり の中で多様な「 遊び・ 学び・ 体験」 ができ る 機会の

充実 

●こ ど も が先進的な学びやキャ リ ア教育31等を 受ける 機会の充実 

 

 

・ 暮ら し の形態の変化に伴い、 地域においてこ ど も たちがこ ど も 同士や多世代と つながる

機会が減少し ていま す。 こ ど も たちが、 家庭・ 学校以外で多様な人と つながり 、 社会の

中で様々な「 遊び・ 学び・ 体験」 が経験でき る 環境をつく っ ていく こ と が必要です。  

・ ス ポーツ 庁の「 全国体力・ 運動能力、 運動習慣等調査（ 2023 年度）」 によ る と 、 愛知県

は、 小学校５ 年生と 中学校２ 年生の男女いずれも 、 体力・ 運動能力において全国平均を

下回る 結果と なっていま すが、 多様な人と のつながり が多い方が体力向上につながる 可

能性が高いと 言われていま す。  

・ 豊かな経験を 持つ地域の大人や企業の人材等の存在は、 ま ちにと っ ての財産であり 、 こ

ど も たちに貴重な「 遊び・ 学び・ 体験」 を伝えら れる 可能性を 持っていま す。 ま た、 こ

ど も と の関わり を通じ て、 そう し た大人たちも 、 生き がいや学びの機会を得る こ と につ

ながり ま す。  

・ さ ら に、 共働によ る 「 遊び・ 学び・ 体験」 の機会づく り を 進める こ と は、 こ ど も たちが

地域社会の中で自分ら し く 楽し く 過ごすこ と ができ る 居場所づく り にも つながり ま す。 

・ 学校教育においても 、 変化の激し い予測困難な社会の中で、 ミ ラ イ を 担う 人材を 育成す

る ために、 こ れま で以上に豊かで多様な学びが求めら れま す。 地域に開かれた学校教育

を目指すと と も に、本市なら ではの特色ある 学びをこ ど も たちに提供する 必要があり ま

す。  

・ 本市には、 も のづく り を 始め、 歴史・ 文化・ 芸術、 ス ポーツ など 多様なキャ リ アを 持つ

人材が多数存在し ていま す。 こ う し た人的資源を 生かし ながら 、 多様で先進的な教育や

プロ グラ ム、 更には従来と 異なる 学校教育の在り 方の模索にチャ レ ンジし 、 こ ど も たち

の主体的な「 学び」への意欲を 支える ための選択肢づく り を 進めていく こ と が必要です。 

  

 

31 キャ リ ア教育： 一人ひと り の社会的・ 職業的自立に向け、 必要な基盤と なる 能力や態度を 育てる こ と を 通し て、 キャ リ ア発達を促す

教育 
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【 指標】  

指標名 

【 出典】  

目指す 

方向 

自分には良いと こ ろがある と 思う と 答えた児童生徒の割合 

【 全国学力・ 学習状況調査】  
↑ 

学校に行く のが楽し いと 思う と 答えた児童生徒の割合 

【 全国学力・ 学習状況調査】  
↑ 

特色ある 教育活動を 行っ ている 学校の割合 

【 豊田市調査】  
↑ 

 

【 主な施策】  

地域資源を生かし た「 遊び・ 学び・ 体験」 の機会の充実 

・ こ ど も たちが、 地域の中で歴史・ 文化・ 芸術、 ス ポーツ 、 も のづく り など 充実し た「 遊

び・ 学び・ 体験」 を自ら 選択し 、 自己肯定感を 高める こ と ができ る 環境づく り を 進めま

す。  

自ら 考え判断する 力を育む教育の推進 

・ こ ど も たちが、 探究学習など の取組を 通じ て自ら 課題設定を し 、 主体的・ 探究的に取り

組む学びの機会を増やし ま す。  

・ こ ど も たちが、 多様で先進的な学びやキャ リ ア教育を受ける 機会を 増やし 、 新し い学び

の在り 方を 検討し ま す。  

・ 学校と 地域社会の共働によ り 、 こ ど も たちが、 地域や企業など の大人たちと の関わり を

通じ て自分自身の将来を考えら れる 機会を 増やし ま す。  

多様な学びに対応し た最適な教育環境づく り  

・ こ ど も たちが生き 抜く 力を 身に付けら れる よ う 、 小中一貫教育など 新たな教育環境を検

討し 、 最適な教育の環境づく り を 進めま す。  

・ AI やデータ 分析の活用によ る 個別最適な学びや学校施設の利用状況を 踏ま えた教育環

境の向上など 、 こ ど も たちの多様な学びを 推進し ま す。  

・ 学校教育や社会教育における 多様な学びの環境を 確保する ため、 施設の更なる 有効活用

を進めま す。   
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取組目標① こ ど も が多様な生き 方・ 暮ら し 方を選択でき る  

（ ２ ） 人生 100 年時代に誰も が学び合いを通じ ていき いき と 暮ら し ている  

【 取組の方向性】  

●いつでも 誰も がやり たいこ と に挑戦でき る 機会の充実 

 

 

・ 人生 100 年時代を いき いき と 暮ら し ていく ためには、 身体的に健康である だけでなく 、

社会的に健康である こ と が必要です。 そのために、 誰も が年齢やラ イ フ ス テージ 32に関

係なく 、 やり たいこ と に挑戦し たり 、 学び直し たり する こ と ができ る こ と 、 ま た一人ひ

と り の希望にあった「 活躍の場」 や「 役割」 がある こ と が求めら れていま す。  

・「 学び」 は、 いわゆる 勉強や資格取得など に限ら ず、 日常の暮ら し や人と のつながり に

おける 気付き や経験など も 含ま れま す。「 学び」 自体が楽し みや生き がいにつながり 、

様々な「 学び」 を 生かし たチャ レ ンジは、「 学び」 から 「 活躍」「 役割」 へ広がり 、 自分

ら し く いき いき と し た暮ら し の実現につながり ま す。  

・ 市民一人ひと り が本市で「 いき いき と 暮ら し ている 姿」 は、 こ ど も たちのミ ラ イ に希望

を生み出すこ と につながり ま す。  

・ 誰も がチャ レ ンジや活躍ができ る 社会をつく る ために、「 学び」 への機運の醸成や、様々

な「 学び」 の機会と 市民を つなぐ 取組等を 進める こ と が重要です。  

  

 

32 ラ イ フ ス テージ： 人間の一生において節目と なる 出来事（ 出生、 入学、 卒業、 就職、 結婚、 出産、 子育て、 こ ど も の独立、 退職等）

によ っ て区分さ れる 生活環境の段階のこ と  
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【 指標】  

指標名 

【 出典】  

目指す 

方向 

日頃の生活の中で生き がいを感じ ている 市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

１ 年以内に新たな活動や学びの機会を 持っ た市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

ボラ ンティ ア活動や NPO活動に参加し ている 市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

 

【 主な施策】  

大人の学び・ 活躍を支援する 機会の充実 

・ あら ゆる 世代の大人を 対象に、 学び直し （ リ ス キリ ン グ 33・ リ カレ ント 教育34等） の機

会づく り を 進めま す。  

・ 大人がこ ど も たちの「 遊び・ 学び・ 体験」 に積極的に関わり ながら 自ら 楽し み、 学び合

える 環境や世代を超えたつながり を創出する ため、人材の掘り 起こ し やマッ チングなど

の仕組みづく り を進めま す。  

・ 事業者や団体をつなぐ プラ ッ ト フ ォ ームを つく る など 、 民間と の共働によ り 、 つながり

合い・ 学び合う 仕組みづく り や、 ボラ ンティ ア等の活躍の場づく り を進めま す。  

  

 

33 リ ス キリ ング： 新し い職業に就く ため、 ある いは今の職業で必要な能力・ 技術の大幅な変化に適応する ために、 新たな能力・ 技術を

獲得する こ と  

34 リ カレ ント 教育： 学校教育から いっ たん離れた後も 、 それぞれのタ イ ミ ングで学び直し 、 余暇や仕事で求めら れる 能力など を 磨き 続

けていく ための学び 
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取組目標① こ ど も が多様な生き 方・ 暮ら し 方を選択でき る  

（ ３ ） 市民のま ちへの愛着・ 誇り が育ま れている  

【 取組の方向性】  

●「 ク ルマのま ち」 の魅力を 身近に感じ ら れる 機会の充実 

●本市の多様な歴史・ 文化・ 芸術や自然等の価値や魅力の継承 

●シティ プロ モーショ ンの推進 

 

 

・ ま ちへの愛着・ 誇り は、 市民の「 豊田市に住み続けたい」 と いう 定住意向や生き がいに

つながり 、 地域の活力を高めていく ための重要な要素です。  

・ 本市は、 も のづく り 産業の拠点と し て発展し てき た歴史から 、「 ク ルマのま ち」 と し て

世界に誇る こ と のでき る 独自性・ 優位性を 持っていま す。  

・ ま た、 本市は市町村合併を 重ねて発展し てき たこ と から 、 広大な市域に都市と 山村が共

存し ており 、 先人達が培っ てき た多様な魅力にあふれたま ちと なっ ていま す。  

・ こ ど も たちにと っ ては、 本市の魅力に触れる こ と 自体が学びでも あり 、 ま ちへの愛着・

誇り につながり ま す。  

・「 ク ルマ」 と 「 自然、 歴史・ 文化・ 芸術」 など の本市なら ではの魅力は、 ま ちへの愛着・

誇り を育む上で、 大き な強みであり 、 こ れら の資源を 生かし たま ちづく り を 進めていく

こ と が必要です。  

・ 加えて、 本市の情報を 積極的に市民に発信し ていく こ と で、 本市の強みや魅力に触れら

れる 機会を 充実さ せていく こ と が重要です。 ま た、 市外に向けても 戦略的にプロ モーシ

ョ ンを行い、 本市への移住人口の増加や関係人口の創出、 市民のシビッ ク プラ イ ド 35の

醸成に向けた取組を 進めていく こ と が必要です。  

  

 

35 シビッ ク プラ イ ド ： 都市に対する 市民の誇り を指す言葉。 単に愛情だけでなく 、 その地域を 良く し よ う と する 貢献意識ま でを 含む。  
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【 指標】  

指標名 

【 出典】  

目指す 

方向 

ま ちへの愛着を 持っ ている 市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

今住んでいる と こ ろに長く 住みたいと 思う 市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

豊田市の歴史・ 文化に誇り や愛着を 持っている 市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

住んでいる 地域を「 大好き 」「 好き 」 と 回答する 児童生徒の割合 

【 教科に対する 意識調査】  
↑ 

 

【 主な施策】  

「 ク ルマのま ち」 の更なる 魅力の向上 

・ FI A 世界ラ リ ー選手権の開催を 契機と し た、「 ク ルマのま ち」 のアイ デンティ ティ づく

り を 進めま す。  

・ ま た、 FI A世界ラ リ ー選手権を生かし た、 山村振興、 交通安全及び産業振興の実現に向

けた取組を 推進し ま す。  

ま ちの歴史・ 文化・ 芸術や自然等をミ ラ イ につなぐ 取組の推進 

・ 博物館を始めと する 文化ゾーン内の施設等を 拠点と し て、 市民がま ちの歴史・ 文化・ 芸

術や自然に触れ、つながり 合いの中で、新たなま ちの魅力を「 みんなでつく り つづける 」

取組を進めま す。  

・ ま ちの魅力の根幹と なる 収蔵資料・ 作品や地域の文化財など の財産を 、 市民・ 地域・ 企

業を 始め、 交流・ 関係人口と と も に「 ミ ラ イ につなぎつづける 」 取組を 進めま す。  

身近な地域の魅力を知り 、 生かす機会の充実 

・ 地域の伝統文化や地域資源など 、 歴史・ 文化や自然環境を 、 人のつながり を 通し て守り

伝えていく 機会づく り を進めま す。  

テーマやタ ーゲッ ト に応じ た戦略的な情報の発信 

・ ま ちへの愛着・ 誇り が育ま れ、 それを 受け継いでいく 人たちを 増やし ていく ため、 必要

な人が必要なと き に必要な情報を 得ら れる よ う 情報発信に取り 組みま す。  
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取組目標② 誰も がつながり 合いの中で安心し て自分ら し く 暮ら すこ と ができ る  

（ １ ） ま ち全体がこ ど も の成長を支えている  

【 取組の方向性】  

●結婚を 含むそれぞれのラ イ フ ス テージの実現に向けた支援 

●子育てに関する 支援や相談体制の充実 

●こ ど も が安心し て過ごすこ と ができ る 包括的支援の充実 

 

 

・ 家族の在り 方が多様化し ている 中で、 誰も が自分の望む家族の在り 方を 実現でき る 環境

が求めら れていま す。  

・ 本市の最新の合計特殊出生率は 1. 33( 2023 年） である のに対し 、 国立社会保障・ 人口問

題研究所の「 第 16 回出生動向基本調査（ 2021 年）」 によ る と 、 独身者調査の平均希望

子供数が男性 1. 82 人、女性 1. 79 人、夫婦調査の平均予定子供数が 2. 01 人である など 、

出産や子育てに対する 希望を持っ ている にも かかわら ず、かなえら れない人が多く みら

れま す。  

・ こ のため、 結婚を含むそれぞれのラ イ フ ス テージの実現に向けた支援、 更なる 子育て支

援、 子育ての不安解消、 虐待の未然防止等を 通し て、 希望する 誰も が安心し て結婚や妊

娠、 出産、 育児ができ る 環境づく り を 進めていく こ と が必要です。  

・ ま た、 こ ど も や家庭が抱える 問題に対し 、 こ ど も 自身や家庭が相談でき る 体制など 、 地

域社会を 始め、 多分野と のつながり を 最大限に生かし た支援が必要です。  

・ さ ら に、 家庭や学校で過ごし にく さ を 感じ ている こ ど も を含め、 全てのこ ど も が自分ら

し く 過ごせる よ う 、 地域社会のつながり の中で、 学びの場など 、 こ ど も の思いにあった

居場所を つく り 、 地域でこ ど も を 育てていく こ と が重要です。  
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【 指標】  

指標名 

【 出典】  

目指す 

方向 

合計特殊出生率 

【 豊田市調査】  
↑ 

子育て（ 教育を 含む。） を する 上で、 気軽に相談でき る 人や場所がある と 感じ

ている 人の割合 

【 市民意識調査】  

↑ 

「 出産、 子育てがし やすいま ち」 と 思う 市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

将来、 結婚し たいと 思う 人の割合 

【 豊田市こ ど も ・ 子育て、 若者に関する 市民意向調査】  
↑ 

 

【 主な施策】  

結婚・ 出産・ 子育て支援の充実 

・ 結婚・ 出産・ 子育てに関わる 各種経済的支援、 相談サポート や、 デジタ ルを 活用し た子

育て負担の軽減など の取組を通じ て、希望する 誰も が結婚や出産等の選択ができ る よ う

支援し ま す。  

保育ニーズへの対応と 良好な幼児教育・ 保育環境づく り  

・ こ ど も や希望する 家庭が安心でき る よ う 、 多様化する 働き 方・ 暮ら し 方のニーズを 捉え

た成育環境の最適化の取組を進めま す。  

配慮が必要なこ ども への支援 

・ 特別な配慮を 必要と する こ ど も やその家庭に対し 、 つながり 合いの中で安心し て暮ら す

こ と ができ る よ う 、 教育・ 福祉等多分野と の連携を 深め、 イ ンク ルーシブな社会を 実現

する ために切れ目なく 支援し ま す。  
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取組目標② 誰も がつながり 合いの中で安心し て自分ら し く 暮ら すこ と ができ る  

（ ２ ） 誰も が地域・ 多世代でと も につながり 合いながら 暮ら し ている  

【 取組の方向性】  

●地域や多世代がつながり 合う 機会の充実 

 

 

・ 家族・ 地域など 、 従来から の最も 基礎的なつながり の弱体化が進んでおり 、 孤独・ 孤立

状態にある 人が増加し ていま す。さ ら に、新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ り 、「 つ

ながり 」 の希薄化に拍車が掛かり ま し た。  

・「 つながり 」 は、 一人ひと り の暮ら し に安心や生き がいを も たら し ま す。 ま た、 いざと

いう と き に支え合う 関係性をつく る ためにも 、 日常的な「 つながり 」 の機会を充実さ せ

る こ と が非常に重要です。  

・ 本市は、 こ れま で地域自治シス テムを 通じ て、 地域づく り を進めてき ま し たが、 近年の

人々のつながり 合いに対する 意識の変化によ り 、 自治区加入率は高いも のの、 実際の活

動の担い手が減少し ていま す。 地縁が有する「 つながり 」 の機能を、 ど う 引き 継ぎ、 社

会潮流に合わせてど う 変化さ せていく かを 考えていく こ と が必要です。  

・ 持続可能な地域共生社会を 実現する ためには、 つながり の機会と なる 場所やつなぎ役と

なる 人材づく り など を 通じ て、 ゆる やかなつながり の選択肢を 増やすこ と が必要です。 

・ ま た、 近年、 本市に居住する 外国人の数が増加し ている こ と など から 、 国籍・ 性別・ 年

齢・ 障がいの有無等にかかわら ず、 誰も が尊重さ れ、 自分ら し く 暮ら せる 社会づく り を

進める こ と が必要です。   
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【 指標】  

指標名 

【 出典】  

目指す 

方向 

地域の活動に参加し ている 市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

自分にはつながり がある と 感じ ている 市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

 

【 主な施策】  

地域活動の持続可能性の向上 

・ 地域・ 地縁のつながり 合いが持続可能と なる よ う 、 地域活動の再構築や地域で活躍する

次世代の人材の確保・ 育成、DXを活用し た自治区業務の再編等の伴走支援を 進めま す。  

・ 地域に新し い動き や価値を生み出すため、 都市と 山村の交流や多世代・ 多分野交流によ

る 関係人口の創出や活躍の機会づく り 、人材と 機会のコ ーディ ネート 強化の取組等を通

じ て、 人材の発掘・ 育成や活動の支援を進めま す。  

多様でゆる やかな「 つながり 合い」 の創出の促進 

・ 国籍・ 性別・ 年齢・ 障がいの有無等を問わず、 多様な価値観を認め合う 相互理解と 意思

尊重の下、 誰も が自分ら し く 健やかに暮ら せる よ う 、 公民連携等の推進によ り 様々な主

体と と も に、 多様でゆる やかな「 つながり 合い」 の創出を促進し ま す。  
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取組方針２  と も にミ ラ イ につながる ま ちをつく る  

取組目標③ 産業中枢都市と し て深化し 続ける  

（ １ ） 新たな産業が創出さ れている  

【 取組の方向性】  

●新事業の展開や新製品の開発へのチャ レ ンジの促進 

●戦略的な産業基盤の整備と 立地支援 

 

 

・ CASE36を 始めと する 新技術の進展によ り 、 BEV（ バッ テリ ー式電気自動車） や SDV（ ソ フ

ト ウ ェ ア・ デフ ァ イ ンド ・ ビーク ル： ソ フ ト の書き 換えで性能を 高めら れる 車）、 自動

運転車両など 、 自動車産業を取り 巻く 環境は急激に変化し ていま す。 こ う し た時代の変

化を 生かし て、 新たなビジネス チャ ンス を 創出する こ と が求めら れていま す。  

・ 愛知県によ る 日本最大のス タ ート アッ プ支援拠点である 「 STATI ON Ai 」 が 2024 年 10 月

に名古屋市内にオープンし 、有名企業を 含め国内外から 多数の入居者が集ま っていま す。

本市の地域産業と の掛け合わせによ る 新たなビジネス チャ ン ス の創出が期待さ れま す。 

・ 成長著し い分野やソ フ ト ウ ェ ア関連分野等には重点的にイ ンセン ティ ブを 与える など 、

企業によ る 新規立地（ 業態転換を含む。） を 促進し 、 市内の産業が更に発展し ていく た

めの新たなチャ レ ンジを強力に後押し する こ と が必要です。  

・ ま た、 本市は企業の立地需要が高く 、 引き 続き 、 需要に応える ため戦略的に産業基盤を

整備し ていく こ と が必要です。  

  

 

36 CASE： Connect ed, Autonomous, Shared＆Servi ces, El ect r i c。 自動車の次世代技術やサービ ス の新たな潮流を表す英語の頭文字４ つを

つなげた造語 
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【 指標】  

指標名 

【 出典】  

目指す 

方向 

市内総生産 

【 豊田市統計書】  
↑ 

製造品出荷額等 

【 豊田市統計書】  
↑ 

市内の起業・ 創業数 

【 豊田市統計書】  
↑ 

 

【 主な施策】  

ミ ラ イ を支える 産業の創出と 育成 

・ 水素、 蓄電池関連など の成長著し い産業の創出や誘致、 市内事業者の生産性向上及び新

規事業展開を積極的に支援する と と も に、公民連携によ る 先進技術実証の更なる 推進を

図り ま す。  

積極的な起業・ 創業の支援 

・ 本市の新たなミ ラ イ を つく る 様々な分野の起業・ 創業者のチャ レ ンジに対し 、 起業・ 創

業に向けた相談から 事業実施ま で、 それぞれの段階に応じ た支援策を強化し ま す。  

産業用地の創出 

・ 企業立地を 促進する ため、 産業誘導エリ アにおいて、 企業の新規立地ニーズや新たな産

業に対応し た産業用地の整備を 進める と と も に、産業用地への迅速な土地利用転換を支

援し ま す。  
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取組目標③ 産業中枢都市と し て深化し 続ける  

（ ２ ） 市内事業者が社会の変化に適応し ている  

【 取組の方向性】  

●市内事業者の経営力の強化 

 

 

・ 市内事業者を 取り 巻く 経営環境は厳し さ を 増し 、 人口減少社会の進展によ る 国内市場の

縮小、労働力・ 担い手不足を始め、エネルギー価格や物価の高騰、デジタ ル技術の発展、

人々のラ イ フ ス タ イ ル・ 価値観の多様化など 様々な環境変化にさ ら さ れ、 その対応を余

儀なく さ れていま す。  

・ 効果的な設備投資や経営力の強化を 促すため、 デジタ ル技術の活用も 含めて、 生産性の

向上や省人化を 図る など 、市内事業者の持続可能性を 高める 経営力の強化を 支援する こ

と が必要です。  

  



49 

【 指標】  

指標名 

【 出典】  

目指す 

方向 

新たな事業展開に取り 組んでいる も のづく り 中小企業者の割合 

【 も のづく り 中小企業者基礎調査】  
↑ 

市民一人当たり の労働生産性 

【 経済センサス 活動調査】  
↑ 

 

【 主な施策】  

市内事業者の持続可能性の向上に向けた取組の支援 

・ 市内事業者の DX、 業態・ 事業転換、 販路拡大、 人材育成等に向けた取組を 支援する こ

と で、 事業者の経営力を高めま す。  
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取組目標③ 産業中枢都市と し て深化し 続ける  

（ ３ ） 誰も が希望する 働き 方を実現し ている  

【 取組の方向性】  

●女性を 始めと する 誰も が多様な働き 方を 選択でき る 環境の充実 

 

 

・ 多様な働き 方・ 生き 方が選択でき る 社会を つく る こ と は、 人生 100 年時代において、 一

人ひと り の暮ら し の満足度を高める と 同時に、市内の産業の持続的発展につながる 非常

に重要な取組です。  

・ 仕事や働き 方に対する 人々の意識は多様化し ており 、 事業者側が多様性を 受け入れ、 一

人ひと り に合っ た魅力ある 選択肢を用意し 、個人の特性を 生かし た活躍を実現する こ と

が求めら れていま す。  

・ 女性の活躍、 子育ての視点においては、 全国的に共働き が広ま り 、 20・ 30 代女性の労

働力率37が上昇し ていま す。 一方で、 本市は産業構造の特性上、 働き 方や職種の選択肢

が狭い状況にある ため、多様な働き 方を 選択でき る ま ちづく り を 事業者と 行政が協力し

ながら 進めていく こ と が必要です。  

・ あら ゆる 人が自分ら し い働き 方を選択でき る よ う 、 国籍や障がいの有無等、 様々な背景

に応じ た働き 方ができ る 環境づく り を 進める こ と が必要です。  

  

 

37 労働力率： 人口に占める 労働力人口（ 15 歳以上で労働する 能力と 意思を 持つ人の数） の割合 
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【 指標】  

指標名 

【 出典】  

目指す 

方向 

労働力率（ 全体）  

【 国勢調査】  
↑ 

希望する 働き 方を実現でき ている 市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

属性別就業率（ 性別、 年代別）  

【 就業構造基本調査】  
↑ 

 

【 主な施策】  

多様な人材の活躍と 柔軟な働き 方を実現する 人材戦略への支援 

・ 誰も が働き やすい環境や多様な働き 方の構築、 イ ノ ベーショ ン 38や付加価値を生み出す

人材の確保など 、 事業者の人材戦略の実現に向けた取組を支援し ま す。  

  

 

38 イ ノ ベーショ ン： 科学技術やアイ ディ ア等を 組み合わせ、 新し い価値を 創出する と と も に、 社会に新たな変革を も たら すこ と  
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取組目標④ 将来を展望し た都市環境の形成を 進める  

（ １ ） 次代につなぐ 快適な都市環境の実現に取り 組んでいる  

【 取組の方向性】  

●快適に暮ら すこ と ができ る 都市環境の創出 

●つながり と 連携の促進によ る にぎわいと 地域活力の向上 

 

 

・ 人口減少社会の進展に伴い、 様々なサービ ス 機能の維持が困難になる と と も に、 2030

年代以降、 多く の公共建築物・ イ ンフ ラ 施設の老朽化が進み、 施設の更新や再配置が必

要と なる ため、 効率的な都市経営を行う 必要性が高ま っ ていま す。  

・ 市民の安全で快適な暮ら し に向けて、 既存ス ト ッ ク を 最大限活用し 持続可能な都市環境

を実現し ていく と と も に、 拠点を中心に居住や暮ら し 機能を 集積する など 、 快適な居住

環境の確保やサービ ス 機能の最適化を 図っ ていく 必要があり ま す。  

・ さ ら に、 山村部では人口減少・ 少子高齢化によ る 地域の担い手不足に対し 、 テレ ワ ーク

の進展等によ る 場所に縛ら れない暮ら し 方・ 働き 方、 都市部住民や若者の田園回帰志向

の受皿と なる 住環境を 確保し ていく 必要があり ま す。  

・ ま た、 拠点連携型都市の中核と し て、 本市の顔と なる 人を ひき つける 魅力ある 中心市街

地を 形成する 必要があり ま す。  

・ 交通に関し ては、 周辺都市のほか都市部と 山村部と の交流活性化のための道路網の形成

に加え、 広域での都市間連携に必要な鉄道機能を 強化する ほか、 基幹交通ネッ ト ワ ーク

を維持し ていく 必要があり ま す。  

・ 加えて、 地域内の移動である 「 生活交通」 において、 都市部・ 山村部の拠点を中心にし

た、 地域特性に応じ た持続可能な移動サービ ス を 展開する こ と が重要です。  
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【 指標】  

指標名 

【 出典】  

目指す 

方向 

転出超過数 

【 豊田市住民基本台帳】  
↓ 

「 快適な住環境が整備さ れている ま ち」 と 思う 市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

「 市民と 行政が役割分担を し ながら ま ちづく り を 進めている ま ち」 と 思う 山

村部の住民の割合 

【 市民意識調査】  

↑ 

「 公共施設等が適切に維持・ 管理さ れている ま ち」 と 思う 市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

「 中心市街地ににぎわいや魅力がある 」 と 思う 市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

「 利用し やすい公共交通が整っ ている ま ち」 と 思う 市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

 

【 主な施策】  

都市部の利便性の高い暮ら し 環境の充実 

・ 土地利用計画制度の活用や事業者への支援等によ り 土地の高度利用を図り 、都市拠点（ 拠

点形成区域） への暮ら し 機能と 居住の誘導を 推進し ま す。  

・ えき ちか居住誘導エリ アを 中心に民間・ 地域主導のコ ンパク ト な開発によ る 居住を 促進

する ため、 土地利用計画制度の活用や各種規制等の見直し を 進めま す。  

・ 単身者や結婚期を 迎える 若者、 子育て世帯が住みたい・ 住み続けたいと 思える ま ちと な

る ため、 居住の支援や事業者と 連携し た取組を推進し ま す。  

山村部の持続可能な暮ら し の仕組みづく り  

・ 暮ら し 機能を 維持・ 確保する ため、 生活拠点を 中心と し た効率的な機能配置や事業者と

の共働、 住民同士の支え合いなど 持続可能性を 重視し ながら 、 地域の実情に応じ た仕組

みづく り への伴走支援を行いま す。  

・ 移住や定住促進に当たっ ては、 空き 家や空き 地等の既存ス ト ッ ク を 活用する ほか、 土砂

災害等の危険箇所から の移転や、 よ り 利便性の高い地域内での住み替え、 都市部から の

移住など の受け皿と し て、 居住促進地区を 中心に宅地の確保を 進めま す。  
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社会環境の変化に適応する 暮ら し 機能の最適化 

・ 公民が連携し 、 公共施設の再編（ 複合化・ 集約化・ 適正配置） によ り 、 暮ら し に必要な

サービス を 拠点へ集積する こ と で、 ま ちの価値の向上、 活力の増進を図り ま す。  

・ ま た、 既存ス ト ッ ク の統廃合・ 集約・ 再編によ っ て生じ る 跡地など 新たな利活用が可能

な市有地は、 民間売却を 含めて、 定住、 子育て、 福祉、 地域ま ちづく り 等の様々な分野

での利活用を図り ま す。  

・ 公共施設等については、豊田市公共施設等総合管理計画39及び個別施設計画40に基づき 、

総合的かつ計画的な管理や保全を 行いま す。  

・ デジタ ル技術を効果的に活用し 、 住む場所にかかわら ず、 暮ら し に必要な機能を 確保で

き る よ う に、 市内の情報通信ネッ ト ワ ーク 環境の構築や情報環境の充実を 図り ま す。  

・ 地域の生活交通について、 住民共助によ る 移動支援を促進し 、 市民が安全で快適に移動

でき る 環境づく り を 進めま す。  

・ 地域における 快適な住環境を維持し ていく ために必要な機能の確保を図り ま す。  

多様な人をひき つける 中心市街地の魅力の向上 

・ 本市の玄関口と し て魅力ある 都心地区を目指し 、 商業活性化や都市施設41の整備など に

よ る 回遊性の向上を 図り 、 人を ひき つけ、 ミ ラ イ を 彩る 都市環境を 形成し ま す。  

都市間・ 拠点間の連携を支える 交通ネッ ト ワ ーク の強化 

・ リ ニア中央新幹線の開業によ っ て形成さ れる 日本中央回廊における 本市の優位性を 高め

る ため、 名鉄三河線の速達化によ る 名古屋へのアク セス 性の向上を 図り ま す。  

・ 拠点間の相互連携を 支える 公共交通と し て、 基幹交通（ 鉄道、 基幹バス など ） のネッ ト

ワ ーク の維持や運行サービ ス の改善のほか、 交通結節点42の環境改善によ っ て、 交流や

地域活性化など 、 連携を深める 公共交通サービス を 展開し ま す。  

・ 広域連携、 拠点間連携、 産業の強化のほか、 拠点へのアク セス 性の向上につながる 道路

ネッ ト ワ ーク の形成を 図り ま す。  

 

39 豊田市公共施設等総合管理計画： 市庁舎、 学校、 こ ども 園、 市営住宅、 交流館等の公共建築物、 道路、 橋り ょ う 、 河川、 上下水道等

のイ ンフラ 施設その他の工作物を中長期的な視点で、 総合的かつ計画的に管理する ための計画 

40 個別施設計画： 公共施設等総合管理計画に基づき 、 個別施設ごと の具体の対応方針（ 維持管理・ 更新等に係る 対策の優先順位の考え

方等） を定めた計画 

41 都市施設： 道路・ 公園・ 下水道など 機能的な都市活動や良好な都市環境を維持する ために必要不可欠な公共施設であっ て、 都市形成

の骨格を成すも の 

42 交通結節点： 鉄道駅、 バス タ ーミ ナル、 駅前広場などの交通手段相互の接続に当たり 、 安全で快適な乗り 換え環境を 有する 施設 
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取組目標④ 将来を展望し た都市環境の形成を 進める  

（ ２ ） 安全に暮ら すこ と ができ る 災害に強いま ちの実現に取り 組んでいる  

【 取組の方向性】  

●激甚化・ 頻発化する 自然災害への適応 

 

 

・ 令和６ 年能登半島地震の発生や、 東海・ 東南海・ 南海地震等、 南海ト ラ フ における 巨大

地震発生の切迫感の高ま り など から 、 大規模地震に対する 関心は一層高ま っ ていま す。 

・ こ のため、 公共施設等の耐震化を 図る と と も に、 円滑な救助活動や物資輸送を支える イ

ンフ ラ 施設の機能強化を推進する こ と が必要です。  

・ ま た、 気候変動によ る 水災害の激甚化・ 頻発化や巨大地震など 、 本市を 取り 巻く 大規模

な自然災害に対する リ ス ク が高ま っており 、 流域治水43を 始めと し た防災・ 減災対策を

着実に進めていく こ と が必要です。  

・ 山村部では、 人口減少や少子高齢化の進行によ り 、 こ れま で地域の住民で担ってき た土

地の管理・ 保全が困難と なってき ていま す。 使用さ れなく なった農地や所有者不明の森

林など が荒廃し ないよ う 、貴重な自然や地域資源を次代につなげる 適正な土地利用を進

める こ と が必要です。   

 

43 流域治水： 気候変動の影響によ る 水災害の激甚化・ 頻発化等を 踏ま え、 集水域（ 雨水が河川に流入する 地域） から 氾濫域（ 河川等の

氾濫によ り 浸水が想定さ れる 地域） にわたる 流域に関わる あら ゆる 関係者が協働し て水災害対策を 行う 考え方 
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【 指標】  

指標名 

【 出典】  

目指す 

方向 

「 地震や風水害に対し て安心なま ち」 と 思う 市民の割合 

【 市民意識調査】  
↑ 

公共施設等の耐震化率 

【 豊田市調査】  
↑ 

適正な土地の保全状況（ 自然的土地利用）  

【 都市計画基礎調査】  
→ 

 

【 主な施策】  

地域力発揮によ る 防災力の強化 

・ 避難生活における 災害関連死の最大限の防止に向け必要な取組を 推進する ほか、 災害特

性等に応じ た情報提供や意識啓発、 新たな消防団と 自主防災会の連携の取組に加え、 地

域の防災リ ーダーの育成等によ り 、南海ト ラ フ 地震等の大規模災害時も 想定し た地域力

の発揮によ る 災害対応力を 強化し ま す。  

防災・ 減災を支える 基盤づく り  

・ 巨大地震への備えと し て、 公共施設等の耐震化を 計画的に進める ほか、 災害時の円滑な

救助活動や物資輸送を 支える 都市施設等の機能を 高め、誰も が安心し て暮ら せる ま ちを

つく り ま す。  

・ 気候変動によ る 水災害の激甚化・ 頻発化に適応する ため、 河川や下水道等のイ ンフ ラ 施

設の機能強化を 図る と と も に、 ハード ・ ソ フト 一体と なっ た流域治水の取組を推進し ま

す。  

暮ら し を守る 自然環境の適正な保全 

・ 人口減少や少子高齢化が進行する 中で、 山村部を 中心に管理の行き 届かない土地につい

て、 地域の実情を踏ま えながら 、 土地利用転換を 含めた管理手法の検討を 進めま す。  

・ 農地について、 農地の集積・ 集約化やほ場の大型化、 共同利用施設の最適化など によ り

営農の効率化を 図る ほか、鳥獣害対策等の推進など を 通じ て農業生産基盤を 支える こ と

で、 農地の持つ多面的機能の維持を図り ま す。  

・ 森林について、 人工林の間伐を 推進する こ と で、 森林の持つ土砂災害防止や水源かん養

機能など の公益的機能を高度に発揮する 森づく り を 推進し ま す。  

・ 土地の適正管理や災害から の迅速な復興に向けて地籍調査を 推進し ま す。  

・ 災害リ ス ク を踏ま え、盛土等の適正化を図る こ と で、安全安心な市民生活を実現し ま す。  
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取組目標⑤ 脱炭素社会の実現に挑戦する  

（ １ ） CO２ 排出削減目標を達成し ている  

【 取組の方向性】  

●多様な主体の行動変容の促進と 具体的な取組の支援 

 

 

・ 気象災害の激甚化や平均気温の上昇など 、 気候変動が世界的な課題と なっ ていま す。 気候

変動の影響を 最小化する ため、 適応策を 進める と と も に、 CO２ 排出量削減等の緩和策に取

り 組むこ と が非常に重要と なっていま す。  

・ 本市は、 2019 年に「 ゼロ カーボンシティ 宣言」 を 行いま し た。 2050 年に市内の CO２ 排出

量実質ゼロ を 目指すと と も に、 2030 年には中間目標と し て 2013 年比 CO２ 排出量半減を 掲

げていま す。 目標達成のためには、 市民・ 事業者・ 行政等が「 オールと よ た」 で自分のこ

と と し て具体的な行動を 進めていく こ と が必要です。  

・ 市民生活においては、 暮ら し の中で一人ひと り が楽し みながら 脱炭素に貢献する 製品や行

動を選択でき る ラ イ フ ス タ イ ルの定着を 目指し ていく こ と が必要です。 そのために、 脱炭

素行動の貢献度や、 脱炭素行動が生み出す CO２ 削減以外の価値を 見える 化する こ と で、 生

活の質の向上を実感でき る よ う にする こ と が重要です。  

・ 事業活動に関し ては、 国は、 エネルギーの安定供給・ 脱炭素・ 経済成長を 同時に実現する

ための「 2050 年カーボンニュ ート ラ ルに伴う グリ ーン成長戦略（ 2021 年）」 を策定し 、 脱

炭素は「 新し い時代を リ ード し ていく チャ ン ス 」 であり 、「 イ ノ ベーショ ンを 起こ すと い

っ た民間企業の前向き な挑戦を、 全力で応援する こ と が政府の役割」 と し ている こ と を踏

ま え、 事業者の行動変容を進めていく こ と が必要です。  

・ 公共においては、 公共施設における 建物・ 設備の省エネ化、 太陽光発電や先進技術の積極

的導入、 ごみ収集車両等の公用車の次世代車両への切替と いっ た取組によ り 、 CO２ 排出量

削減を 図る こ と が必要です。  
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【 指標】  

指標名 

【 出典】  

目指す 

方向 

市内における CO２ 排出量 

【 豊田市調査】  

50％減 

（ 2013 年比）  

脱炭素社会の実現に向けて行動する 市民の割合 

【 豊田市の環境に関する 意識調査】  
↑ 

市民一人当たり のごみ排出量（ 資源を 除く 。）  

【 豊田市調査】  
↓ 

 

【 主な施策】  

脱炭素社会の実現に向けた市民の行動の促進 

・ 具体的に行動する 市民を 増やすため、 公共交通の積極的な利用など の脱炭素型ラ イ フ ス

タ イ ルや、 ごみの減量・ 再資源化など の循環型ラ イ フ ス タ イ ルを提案し 、 市民の行動を

促進し ま す。  

・ 省エネルギー化と と も に、 再生可能エネルギー44を最大限利活用でき る 暮ら し を 普及す

る ため、「 省エネ・ 創エネ・ 蓄エネ」 を 促進し ま す。  

脱炭素社会の実現に向けた事業者の取組の促進 

・ 主体的に取り 組む事業者を増やすため、 相談窓口等によ る 支援や、 生産設備、 商用車等

における 省エネ・ 創エネ等の具体的な取組に対する 支援を行いま す。  

脱炭素社会の実現を先導する 公共の取組の推進 

・ 公共が率先し て CO２ 排出削減を図り 、市民や事業者等に対し 取組の見せる 化を 行う ため、

公共施設等の省エネ化、 太陽光発電設備の導入等の取組を進めま す。  

  

 

44 再生可能エネルギー： 自然界に存在する エネルギーの中で、 枯渇せず永続的に利用可能なも の。 具体的には、 太陽光、 風力、 水力、

地熱、 太陽熱、 バイ オマス など のエネルギーのこ と  
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取組目標⑤ 脱炭素社会の実現に挑戦する  

（ ２ ） 新たなエネルギーや技術の利活用に取り 組んでいる  

【 取組の方向性】  

●新たなエネルギーや先進技術の利活用の推進 

 

 

・ 2050 年における 脱炭素社会の実現は、 現在の取組や技術の延長線で達成する こ と は極

めて困難です。 ま た、 不透明な世界情勢の中で、 安全保障の観点から みても 、 カーボン

フ リ ー45なエネルギーや新技術の可能性を 掘り 起こ し ていく こ と が極めて重要になって

いま す。  

・ 中部圏では「 水素・ アンモニア社会実装推進会議」 を 通じ て公民連携によ り 水素社会実

現に向けた検討が進めら れており 、 本市も 2024 年から 参画し ていま す。  

・ 脱炭素社会の実現に向けた新たなエネルギー・ 技術の利活用は、 日々研究・ 開発が進め

ら れていま す。 こ う し た機会を 捉え、 本市が率先し て公民連携によ り 様々なチャ レ ンジ

を推進する こ と で、脱炭素社会の実現に向けた選択肢や可能性を 創出し ていく こ と が必

要です。  

・ ま た、 こ う し たチャ レ ンジを通じ て、 脱炭素社会の実現に貢献する だけでなく 、 市民の

ミ ラ イ の生活における 新たなエネルギーの選択肢を 増やすと と も に、本市における 新た

なビ ジネス の創出につなげていく こ と も 重要です。   

 

45 カーボンフリ ー： 温室効果ガス の排出を実質的にゼロ にする こ と 。 太陽光・ 風力・ 水力・ 水素・ アンモニアなど の温室効果ガス を 発

生し ないエネルギーはカーボンフ リ ーエネルギーと いわれている 。  
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【 指標】  

指標名 

【 出典】  

目指す 

方向 

水素社会推進に関する 実証・ 実装数、 検討ワ ーキング等の実施件数 

【 豊田市調査】  
↑ 

 

【 主な施策】  

水素社会の実現に向けた取組の推進 

・ 水素社会の実現に向け、「（ 仮称） 豊田市水素社会構築戦略」 を 策定し 、 関連企業や、 近

隣自治体と の共働によ り 、 水素を 「 つく る 」・「 はこ ぶ」・「 つかう 」 取組を 推進し ま す。 

  

 


